
 

 

 

 

 

 

 

 

ワークショップの強みを最大限に活かす 

ファシリテーション力を身につける！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回 
５月２８日（月）午前１０時～午後４時 

【内容】ＷＳへの理解を深め、ファシリテーターの役割等を学ぶ活動。 

第２回 
６月１３日（水）午前１０時～午後４時 

【内容】グループごとに模擬実践に向けたＷＳの実践練習・準備。 

第３回 
７月９日（月）午前１０時～午後４時 

【内容】受講者同士によるＷＳの模擬実践とその評価。 

第４回 
【内容】外部で開催される人権研修 

   でのＷＳ実践に向けた準備。 

第５回 【内容】外部研修に出かけＷＳを実践。 

第６回 【内容】実践の評価とふりかえり。 

人権学習ファシリテーター養成講座 

平成３０年度 公益社団法人鳥取県人権文化センター 

本講座は、ワークショップ（ＷＳ）の特徴を知り、ワークショップ型人権学習を適切に実施

できるファシリテーション力（進行力）を実践的に身につける全６回の連続講座です。 

県内各地で人権啓発・教育に携わっている方や、ファシリテーターに関心がある方のスキル

アップとネットワークづくりができ、人権啓発事業の活性化につながる内容です。 

参加者募集 

  栗本知子 さん（ファシリテーター・プロジェクト）※第１回・第３回のみ。 

 

鳥取県立倉吉未来中心セミナールーム１（倉吉市駄経寺町 212-5） 

         ※第１回～第３回の会場です。 

 

講  師   

会  場    

 募集定員     ２０名程度 ※原則、下記の全６回に参加できる見込みの方が対象。 

 

 内容（全６回の予定）     ※ＷＳ：ワークショップ。 

 

申し込み方法は裏面をご覧ください 

※第４～６回の日時・場所は、

第１～３回の講座で編成する

グループごとに相談して決定

します。 

（８月下旬～１１月頃を予定）    

■ ワークショップをやってみたいが、進め方が分からない。 

  ←ファシリテーターの役割や準備する上で押さえておくべき 

ポイントなどをじっくり学びます。 

■ ワークショップを実践する場所が少ない。 

←模擬実践や外部の人権研修で実践経験を積みます。 

■ 一人で実践するのは不安。←グループで協力しながら実践します。 

■ 自分の実践を評価してほしいが、どんな指摘をされるか怖い。 

←安心・安全な環境で実践をふり返り評価し合います。 

 

こんな方に 

おすすめ！ 



 

【 申 込 方 法 】 別紙申込用紙に記入してファックスで送るか、同じ内容をメール 

または電話でお知らせください。 

【 募 集 期 間 】 ５月７日（月）～５月２１日（月） 

【手話通訳・要約筆記、託児】 希望があれば手話通訳・要約筆記、託児サービスを行います。 

 

【 参 加 費 】 無料 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜お問い合わせ＞ 公益社団法人鳥取県人権文化センター 担当：岡・中尾 

(TEL) 0857-21-1712 (FAX) 0857-21-1714 (e-mail) t-jinken@tottori-jinken.org 

 

● 鳥取市人権啓発企業連絡会リーダー養成講座 

● 琴浦町立八橋小学校 4、5 年生人権・同和教育保護者研修会 

● 西部地区人権・同和教育振興会議第 3 回社会教育研修会 

● 鳥取県立八頭高等学校 PTA 人権教育研修 

● 倉吉市人権文化センター所長職員連絡会主催研修会 

ここで実践しました！ 

受講者の声 

まだ自信はないが、

一緒にやってくれる 

人がいればやれる 

と思う。 

参加者の中に入

って人と人とがつ

ながるような感覚

がある。今後もフ

ァシリテーターを

やっていき 

たい。 

的確に指示をし

ないと参加者に

伝わらないこと

を学んだ。 

ワークショップ 

は奥深い。 

やりがいがある。

自分のためにも貴

重な経験。 

場数を踏むこと

が大切。日頃の

業務では実践の

場が少ない。 

実践はハードルが

高いと思っていた

が、プログラムを丁

寧に理解することで

自分でもできると思

えるようになった。

もっとやりたい。 

昨年度の講座より 

実践よりも、実践

に向けて「どんなふ

うにする？」と皆で

考えた時間の方が印

象に残っている。 

普段は１人で実践 

していたが、メンバー

と役割分担しながら取

り組み刺激を受けた。

「そうきたか！」と。 

参加者の中に、

様々な当事者がい

ることを前提に考

えないといけない

ことを学んだ。 

グループで話し合

う中で、プログラ

ムを読むだけでは

分からないことが

分かった。 

 

メンバーがいた

から実践に安心感

が持てた。苦手な

ことにも挑戦でき

た。 

参加申し込み 



 

（公社）鳥取県人権文化センター         ファックス番号：０８５７－２１－１７１４ 

「人権学習ファシリテーター養成講座」申込用紙 

 

 

 

【お一人め】 

お名前 
 

 

ワークショップ研修の経験 

※□に✓をしてください。 

ご所属  □全く参加したことがない 

□参加したことはある 

□ファシリテーターをした 

経験がある 
連絡先 

電話番号  

メール 

アドレス  

希望される方は〇をつけてください。 
※手話通訳・要約筆記・託児以外で、本講座に参加いただくの

に必要な主催者側への要望等があればお書きください。 

手話通訳 要約筆記 託児  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

※準備のため、 

後日ご連絡を

いたします。 

 

 

 

【お二人め】 

お名前 
 

 

ワークショップ研修の経験 

※□に✓をしてください。 

ご所属  □全く参加したことがない 

□参加したことはある 

□ファシリテーターをした 

経験がある 
連絡先 

電話番号  

メール 

アドレス  

希望される方は〇をつけてください。 
※手話通訳・要約筆記・託児以外で、本講座に参加いただくの

に必要な主催者側への要望等があればお書きください。 

手話通訳 要約筆記 託児  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

※準備のため、 

後日ご連絡を

いたします。 

 

申込期間：２０１８年５月７日（月）～５月２１日（月） 

 


